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市立幼稚園との交流は平成27年度から行わ
れ，私立保育園・認定こども園との交流回数も
増え，子ども同士が地域内で施設を超えて交流
する機会が増えたことで，就学に対してより期
待を高める姿が見られた。認可外保育施設との
交流機会も持つことができた。
研修会等を通じて職員同士が交流する機会も増
え，教育保育の情報交換を行ったり，保育の質
の向上にもつながった。

平成27年度より就学前施設間交流を継続して
きたが，平成30年度に小学校区を中心とした
交流体制を構築した結果，5歳児が集う「なか
よし運動会」は，当初の1小学校区から全小学
校区に広がった。また，小学校図書館で本を読
む等，小学校生活の模擬体験を全校で実施し，
小学校への期待感を高めることができた。参加
対象園についても市立幼稚園・保育所にとどま
らず，私立幼稚園・保育園の参加を得ることが
でき，教諭・保育士等の連携・交流につながっ
た。

教育委員会開催の研究会・研修会に，平成27
年度は322人の参加であったが，平成30年度
には535人の参加となった。運動遊びや表現
遊び，特別支援教育等，様々な分野での公開保
育を実施した。また，保育所や認定こども園等
からの参加者があり，研究協議を通して，幼稚
園教諭・保育士・保育教諭が共に学び合い，指
導力の向上を図ることができた。

全体研修や統合保育研修会には，市立・私立職
員の参加者が増えていく傾向が見られ，積極的
に研修に参加する様子が見られた。市立保育所
の研修会には，近隣の私立保育園，市立幼稚園
だけでなく，認可外保育施設の職員参加もあ
り，保育の質の向上につながった。保育指針改
訂にともない，教育保育計画の立て方の研修を
行ったりキャリアアップ研修も始まり，市立・
私立，認可外保育施設の職員が参加しやすい研
修の回数も増えた。

４年間総括（平成27年度～平成30年度）
検証・分析

平成31年度
目標№ 事業名 担当課 事業内容 指標

基
２－１
№４

一貫した就学前教育・保育が
行えるように，教育・保育施
設同士の連携や積極的な交流
を図る。

幼稚園教諭，保育士，保育教
諭等としての資質や指導力の
向上のため，研修，実習等を
通した人材育成の充実を図
る。

幼稚園教諭，保育士の
人材育成と資質の向上

教育・保育施設同士の
連携強化と積極的交流

子育て推進課

子育て推進課

学校教育課

基
２－１
№5

学校教育課

地域における就学前
施設間の交流会開催

就学前施設における
合同研修会の参加者
数

充実

４０７人

各年度評価

Ａ Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ
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４年間総括（平成27年度～平成30年度）
検証・分析

平成31年度
目標№ 事業名 担当課 事業内容 指標

各年度評価

市立幼稚園での施設開放事業のうち，園庭開放
について，平成27年度は154回であったが，
平成30年度には674回実施することができ
た。また，未就園児と在園児の交流を定期的に
行った。絵本の部屋の開放やさんさんひろば前
後の園庭使用等の工夫を行い，市立幼稚園が未
就園児とその保護者への子育て支援の充実を図
ることができた。

平成28年度から，従来の紙媒体での子育て情
報の周知に加え，子育てアプリを積極的に活用
し，子育て推進課に限らず，市内の保育所
（園）・幼稚園・子育てセンター・図書館等の
公共施設で実施している，主に未就学児対象の
イベントに関する情報発信を行ってきた。
今後も，現代の子育て世帯への情報発信ツール
として有効な子育てアプリの活用を促進してい
く。

アンケート調査の実施や遊具点検調査の結果に
より，公園施設が安全・安心・快適に利用でき
るよう，整備を行った。

公立の全幼稚園での
未就園児とその保護
者に対する施設開放
実施回数

公園緑地課

子育て世帯又は子ど
も自身の公園ニーズ
を把握し，その結果
を踏まえた公園整備
の実施

充実

基
３－１
№３

充実

公共施設の有効活用

基
３－１
№１

地域における子育て支
援活動

学校教育課

あしや市民活動センターや幼
稚園，保育所等の公共施設を
利用し，子育ての情報交換・
団体間交流・ネットワーク化
を図り，地域における子育て
支援活動の充実を図る。

３０４回

子育て推進課
子どもが利用できる
公共施設の周知

公的施設を子どもの居場所と
して有効活用できるようにす
る。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ
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４年間総括（平成27年度～平成30年度）
検証・分析

平成31年度
目標№ 事業名 担当課 事業内容 指標

各年度評価

Ｂ

Ｃ Ｂ Ａ

－ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ

Ｂ

子ども向けの防犯啓発リーフレット「あしやこ
どもぼうさい」を平成29年4月に発行し，そ
の後毎年5歳児に配布して防犯啓発を行ってい
る。また，毎月1回防犯訓練，災害訓練，避難
訓練のいずれかを行い，子どもたちの安全意識
を高めていった。交通安全教室は毎年年２回開
催し，交通ルール等を警察官，指導員より教わ
り，正しい交通ルールを知る機会となり，散歩
や園外保育では，子どもたちが意識して歩く様
子も見られた。

ＣＡＰ講習会を実施することで，児童生徒が自
分の身を守る意識を高めることにつながった。
平成30年度からは体験型の防犯講習を受けた
ことで，児童生徒が危険を回避し，自らの身を
守る意識や具体的な方法を学ぶことができた。
また，様々な犯罪の危険性については，生徒指
導連絡協議会を実施し，警察との情報交換や他
市との情報交換ができ，指導の充実や関係機関
との連携を深めることができた。

交通安全に関する啓発活動を継続して行った。
また，幼稚園，保育所（園），小中学校におい
て継続して交通安全教室を実施し，交通安全に
関する意識向上を図ることができた。

犯罪等，子どもを取り
巻く様々な危険性につ
いての教育，啓発

家庭，学校，地域及び関係機
関が連携を図り，子どもや保
護者に対して，様々な犯罪の
危険性についての教育，啓
発，情報提供等を行う。

１４件

学校教育課
警察との連携による
防犯講習会の実施

実施

基
３－２
№４

交通安全の意識向上 建設総務課

子どもの交通安全を確保する
ため，不法駐輪及び不法駐車
をなくし，自転車マナーを守
るよう啓発活動を継続する。
また「交通安全教室」や「出
前講座」等の実施により，交
通安全に対する意識向上を図
る。

市内で起こる子ども
の交通事故件数

基
３－２
№2

子ども向けの防犯啓
発リーフレット発行

実施
子育て推進課
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